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時
計
の
針
が
午
後
5
時
を
ま
わ
る
頃
、
パ
ッ
ラ
ー
デ
ィ
オ
が
16
世

紀
に
改
修
し
た
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
の
サ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
マ
ッ
ジ
ョ
ー

レ
聖
堂
の
食
堂
の
西
窓
か
ら
、
傾
い
た
日
が
差
し
込
む
。
2
0
0
年

も
の
間
、
沈
み
ゆ
く
太
陽
は
、
広
漠
と
し
て
飾
り
気
の
な
い
室
内
を

照
ら
し
続
け
て
き
た
。
と
は
い
え
、
ず
っ
と
そ
う
だ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
1
5
6
3
年
、
イ
タ
リ
ア
の
画
家
パ
オ
ロ
・
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
が
、

広
間
の
奥
壁
上
部
に
、
傑
作
﹁
カ
ナ
の
婚
礼
﹂
を
描
い
た
。
聖
書
の

一
場
面
で
、
盛
大
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
祝
宴
を
描
写
し
た
、
壮
大
な

作
品
だ
。
こ
の
絵
画
は
、
18
世
紀
末
、
多
く
の
イ
タ
リ
ア
芸
術
作
品

と
共
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
収
奪
さ
れ
、
ル
ー
ヴ
ル
へ
運
ば
れ

た
。
そ
の
後
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
に
敗
れ
失
脚

す
る
と
、
美
術
品
の
多
く
が
返
還
さ
れ
た
が
、
﹁
カ
ナ
の
婚
礼
﹂
は

プロフィール

アダム・ロウ
レーザー技術と特注のツールで、

美術作品や文化財の複製を

つくれるとしたら……。

ロウの会社では、それを実現し、

オリジナルの保護に貢献している。

文 マシュー・スタージス

写真 ベン・ロバーツ

古代イラクの都市ニムルドで、

アッシュールナツィルパルアッシュールナツィルパル

2世の宮殿の謁見の間を

守っていた人頭有翼獅子像の守っていた人頭有翼獅子像の

複製の傍らに立つ複製の傍らに立つ

アダム・ロウ。マドリードをアダム・ロウ。マドリードを

拠点とするファクタム・拠点とするファクタム・

アルテのアトリエからは、アルテのアトリエからは、

こうした作品が次 と々こうした作品が次 と々

飛び立っていく。飛び立っていく。
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ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
に
対
応
す
る
。
こ
の
意
外
な
仕
事
を
始

め
る
き
っ
か
け
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
フ
ァ
ラ
オ
、
セ
テ
ィ

1
世
の
墓
の
壁
面
装
飾
の
一
部
の
記
録
と
複
製
を
エ
ジ
プ

ト
当
局
か
ら
委
託
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
の
冒
険
的
事

業
の
成
功
に
よ
っ
て
、
カ
ラ
バ
ッ
ジ
ョ
の
作
品
の
複
製
か

ら
、
ダ
ゲ
ス
タ
ン
共
和
国
の
古
代
モ
ス
ク
の
詳
細
な
記
録

ま
で
、
ま
た
、
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
家
具
の
造
形

化
か
ら
、
ア
ッ
シ
リ
ア
王
ア
ッ
シ
ュ
ー
ル
ナ
ツ
ィ
ル
パ
ル
2

世
の
謁
見
室
の
再
現
︵
世
界
5
ヵ
所
の
博
物
館
に
図
面
が

散
逸
し
て
い
る
︶
ま
で
、
次
々
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

同
社
に
と
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
は
今
も
、
事
業
上
重
要
な
地

域
だ
。
フ
ァ
ク
タ
ム
社
最
大
の
野
心
的
事
業
は
、
テ
ー
ベ
の

ネ
ク
ロ
ポ
リ
ス
に
お
け
る
セ
テ
ィ
1
世
、
ネ
フ
ェ
ル
タ
リ
王

妃
、
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
王
の
3
基
の
最
大
級
の
墓
の
完
全
な

実
物
大
レ
プ
リ
カ
の
制
作
だ
。﹁
実
際
の
墓
は
、
観
光
客
が

訪
ね
る
こ
と
を
前
提
に
は
つ
く
ら
れ
て
い
な
い
﹂
と
ロ
ウ

は
言
う
。
気
温
の
変
化
、
照
明
光
へ
の
曝
露
、
振
動
の
影

響
、
観
光
客
の
呼
気
な
ど
す
べ
て
が
、
壁
画
に
負
担
を
か

け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
忠
実
な
レ
プ
リ
カ

を
設
置
す
れ
ば
、
観
光
客
は
、
図
像
を
心
ゆ
く
ま
で
眺

め
、
古
代
の
玄
室
の
神
秘
に
触
れ
る
機
会
が
得
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
仕
事
を
引
き
受
け
る
に
は
、
ま
ず
、
可
能
な

限
り
精
密
か
つ
無
理
の
な
い
方
法
で
デ
ー
タ
を
記
録
し
、

次
に
、
そ
れ
を
可
能
な
限
り
正
確
か
つ
違
和
感
な
く
再

現
す
る
技
術
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
浅
浮
彫
の

デ
ー
タ
化
に
威
力
を
発
揮
す
る
ル
シ
ー
ダ
3
D
レ
ー
ザ
ー

ス
キ
ャ
ナ
ー
を
は
じ
め
、
フ
ァ
ク
タ
ム
社
が
用
い
る
装
置
類

の
ほ
と
ん
ど
は
、
創
設
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
マ
ヌ
エ
ル
・

フ
ラ
ン
ケ
ロ
と
同
社
が
共
同
で
開
発
し
た
も
の
だ
。

そ
れ
で
も
、
人
的
要
素
を
省
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
特

に
仕
上
げ
は
、
多
く
の
場
合
、
手
作
業
で
行
わ
れ
る
。﹁
色

合
わ
せ
を
す
る
時
、
最
も
正
確
な
の
は
、
人
の
目
に
頼
る

こ
と
﹂
と
、
ロ
ウ
は
言
う
。
そ
こ
で
、
フ
ァ
ク
タ
ム
社
は
、

手
間
を
か
け
て
段
階
的
に
着
色
し
た
﹁
ス
テ
ィ
ッ
ク
﹂
を

開
発
し
た
。
こ
れ
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
面
に
当
て
る
こ
と

で
、
正
確
に
色
を
特
定
し
、
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
冒
険
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
ロ
ウ
の
芸

術
的
感
性
や
、
対
象
に
対
す
る
彼
の
深
い
理
解
や
敬
意
が

宿
っ
て
い
る
。
芸
術
に
つ
い
て
語
る
時
、
彼
は
、
ス
ケ
ッ
チ
、

習
作
、
遺
跡
な
ど
、
そ
の
構
造
に
興
味
を
引
か
れ
る
よ
う

だ
。
﹁
ア
シ
ュ
モ
レ
ア
ン
博
物
館
に
あ
る
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ

の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
私
が
世
界
中
で
一
番
好
き
な
作
品
の
ひ

と
つ
﹂
と
彼
は
言
う
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ラ
ス

キ
ン
美
術
学
校
で
学
ん
で
い
た
時
、
彼
は
博
物
館
内
に
ア

ト
リ
エ
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
じ
っ
く
り
と
見
る
こ
と
が

で
き
た
と
い
う
︵
フ
ァ
ク
タ
ム
・
ア
ル
テ
は
、
2
0
1
5
年

に
、
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
高
画
質
ス
キ
ャ
ン
を
行
っ
て

い
る
︶
。
技
術
、
人
、
美
と
い
う
要
素
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

そ
こ
に
、
細
部
ま
で
こ
だ
わ
る
彼
の
情
熱
が
相
ま
っ
て
、

会
社
の
評
価
は
確
か
な
も
の
と
な
っ
た
。

ロ
ウ
は
、
最
近
よ
く
見
か
け
る
レ
プ
リ
カ
を
、
屈
託
な
く

切
り
捨
て
る
。
昨
今
は
﹁
真
贋
﹂
と
い
う
概
念
に
重
き
が

置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
見
ツ
め
は
難
し
い
。
古
典
や
ル

ネ
サ
ン
ス
の
時
代
に
は
、
コ
ピ
ー
や
レ
プ
リ
カ
が
溢
れ
て
い

た
が
、
変
化
と
荒
廃
と
偶
像
破
壊
の
時
代
︵
そ
の
一
方
で
、

過
剰
な
修
復
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
が
︶、
芸
術
作

品
が
そ
の
ま
ま
の
姿
で
永
遠
に
残
る
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
。

一
点
物
の
作
品
は
、
壊
れ
る
か
、
別
の
場
所
へ
移
さ
れ
て

し
ま
う
。
そ
う
し
た
流
れ
の
な
か
で
、
ロ
ウ
は
フ
ァ
ク
タ

ム
・
ア
ル
テ
の
活
躍
の
場
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

並
外
れ
た
解
像
度
を
誇
る
同
社
の
3
D
記
録
技
術
は
、

新
た
な
知
見
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
ツ
タ
ン
カ
ー
メ
ン
の
墓

を
ス
キ
ャ
ン
し
た
結
果
、
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
壁
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
壁
は
、
表
面
の
特
徴
が

既
知
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
英
国
の
考
古
学
者
ニ

コ
ラ
ス
・
リ
ー
ヴ
ス
は
、
こ
の
壁
は
奥
に
あ
る
部
屋
を
隠

す
た
め
の
も
の
で
、
そ
の
奥
は
ネ
フ
ェ
ル
テ
ィ
テ
ィ
の
墓
ま

で
続
い
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
と
、
考
え
て
い
る
。
知
ら
れ

ざ
る
王
妃
の
墓
発
見
へ
の
貢
献
が
、
フ
ァ
ク
タ
ム
・
ア
ル
テ

の
新
た
な
業
績
と
な
る
日
は
、
近
い
か
も
し
れ
な
い
。

﹁
パ
テ
ッ
ク
フ
ィ
リ
ッ
プ
マ
ガ
ジ
ン
・
エ
ク
ス
ト
ラ
﹂︵patek.com

/ow
n

ers

︶

に
て
、
こ
の
記
事
の
特
別
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

［前ページ］

（右）ファクタム・

アルテのデジタル印刷

スタジオにある作業台は、

制作中の作品に囲まれている。

（左）ルネサンスの傑作

「グリフォーニ多翼祭壇画」の

レプリカに使う色見本。調色は、

色彩処理のプロセスでも特に

重要かつ複雑な工程だ。

同社独自のカラースティックを

考案し、オリジナルに当てて

正確な調色を行う。

［当ページ］

（右）同社が制作している

古代エジプトのファラオ、

セティ1世の墓の複製の試作の

一部を構成するテストピース。

（下）自社設計のヴェロニカ・

スキャナは、3Dプリンタ
システムやプロトタイプ

システムを介して、立体形状の

対象物を画面上に描画したり、

造形したりすることができる。
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運
搬
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
ル
ー
ヴ
ル
に
残
さ
れ
た
。

今
日
で
は
、
自
撮
り
棒
を
片
手
に
﹁
モ
ナ
リ
ザ
﹂
め
が
け

て
突
進
す
る
人
た
ち
が
、
時
折
目
に
留
め
て
い
く
。

と
こ
ろ
が
、
2
0
0
7
年
に
劇
的
な
展
開
が
訪
れ
、﹁
カ

ナ
の
婚
礼
﹂
は
凱
旋
を
果
た
し
た
。
特
別
に
招
待
さ
れ
た

観
客
の
前
で
幕
が
落
と
さ
れ
る
と
、
ヴ
ェ
ロ
ネ
ー
ゼ
が
描

い
た
、
婚
礼
の
祝
宴
に
集
う
人
々
が
、
奇
跡
の
ワ
イ
ン
を

再
び
あ
お
り
始
め
る
。
絹
の
ブ
ロ
ケ
ー
ド
や
絢
爛
た
る
宝

飾
品
も
、
細
部
ま
で
完
全
な
状
態
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は

原
画
で
は
な
い
。
入
念
に
調
色
し
た
顔
料
を
用
い
て
、
実

物
と
同
じ
よ
う
に
、
画
布
の
上
に
細
部
ま
で
忠
実
に
再
現

し
た
複
製
な
の
だ
。
こ
れ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
美
術
家
ア
ダ

ム
・
ロ
ウ
が
立
ち
上
げ
た
、
美
術
家
と
工
芸
家
、
そ
し
て

技
術
者
に
よ
る
革
新
的
集
団
、
研
究
室
で
あ
り
ア
ト
リ
エ

で
も
あ
る
、
フ
ァ
ク
タ
ム
・
ア
ル
テ
の
作
品
だ
。

レ
プ
リ
カ
が
壁
に
掛
け
ら
れ
る
と
、
パ
ッ
ラ
ー
デ
ィ
オ

の
大
広
間
は
、
か
つ
て
の
活
気
を
取
り
戻
し
た
。
こ
の
絵

画
と
空
間
は
、
互
い
に
互
い
を
理
解
し
あ
っ
て
い
る
の
だ
。

午
後
5
時
、
部
屋
に
垂
れ
込
め
る
夕
闇
が
、
絵
画
に
陰
翳

を
与
え
始
め
る
。
こ
の
作
用
に
、
ロ
ウ
は
と
て
も
満
足
気

だ
。﹁
こ
れ
も
あ
る
意
味
、
本
物
な
ん
だ
よ
。
作
品
を
見

る
人
の
反
応
を
見
れ
ば
分
か
る
﹂
と
、
彼
は
ほ
の
め
か
す
。

イ
タ
リ
ア
の
新
聞
コ
リ
エ
ー
レ
・
デ
ラ
・
セ
ラ
紙
は
、
﹁
芸

術
の
ひ
と
つ
の
転
換
点
﹂
と
評
し
、
毎
年
数
万
人
が
、
こ

の
絵
を
目
当
て
に
訪
れ
る
。

ロ
ウ
は
今
、
50
代
だ
が
、
少
年
の
よ
う
に
前
髪
を
額
に

垂
ら
し
て
い
る
。
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
挑
戦
に
飽
く
こ
と

の
な
い
好
奇
心
を
抱
く
彼
の
情
熱
は
、
容
易
に
人
に
伝
染

す
る
。
1
9
8
0
年
代
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
カ

レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
で
学
び
、
初
期
の
印
刷
技
術
に

傾
倒
し
た
彼
は
、
﹁
ゴ
ー
テ
ィ
エ
・
ダ
ゴ
テ
ィ
︵
フ
ラ
ン
ス

の
解
剖
学
者
で
版
画
家
︶
の
作
品
に
は
、
大
い
に
刺
激
を

受
け
ま
し
た
。
1
7
5
0
年
代
に
彼
が
制
作
し
た
、
実
物

大
の
4
色
メ
ゾ
チ
ン
ト
版
画
を
初
め
て
見
た
時
は
圧
倒
さ

れ
た
も
の
で
す
﹂
と
語
る
。

ロ
ウ
の
作
品
は
、
技
術
の
可
能
性
に
対
す
る
興
奮
に
満

ち
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
を
流
れ
る
テ
ム
ズ
川
の
水
辺
に
特

製
の
エ
ッ
チ
ン
グ
版
を
固
定
し
、
川
の
水
で
版
を
洗
う
と

い
う
手
法
で
制
作
し
た
一
連
の
印
象
的
な
版
画
作
品
も
、

そ
の
ひ
と
つ
だ
。
こ
の
作
品
を
通
し
て
、
彼
は
ス
ペ
イ
ン

の
ス
ー
パ
ー
リ
ア
リ
ズ
ム
画
家
、
マ
ヌ
エ
ル
・
フ
ラ
ン
ケ
ロ

と
出
会
っ
た
。
ロ
ウ
の
表
現
を
借
り
れ
ば
﹁
お
互
い
の
技

術
を
結
合
し
て
﹂
、
絵
画
的
形
象
を
記
録
し
、
複
製
す
る

新
た
な
手
法
を
︵
当
初
は
彼
ら
自
身
の
作
品
の
た
め
に
︶

開
発
す
る
に
あ
た
っ
て
、
ふ
た
り
の
意
見
は
一
致
。
そ
し

て
2
0
0
1
年
に
フ
ァ
ク
タ
ム
・
ア
ル
テ
を
立
ち
上
げ
た
。

会
社
は
大
き
く
成
長
し
、
マ
ド
リ
ー
ド
郊
外
に
立
つ
真
っ

白
な
漆
喰
塗
り
の
倉
庫
を
利
用
し
た
活
気
の
あ
る
ア
ト
リ

エ
を
は
じ
め
、
3
ヵ
所
に
拠
点
を
構
え
て
い
る
。
同
社
で

は
、
プ
リ
ン
タ
ー
や
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
と
名

づ
け
た
高
解
像
度
3
D
ス
キ
ャ
ナ
ー
な

ど
の
ハ
イ
テ
ク
機
器
を
独
自
に
開
発
し
、

装
備
し
て
い
る
。

ロ
ウ
は
現
在
、
彼
の
技
術
を
共
有
す

る
約
60
人
の
従
業
員
た
ち
と
、
ア
ニ
ッ

シ
ュ
・
カ
プ
ー
ア
や
マ
ー
ク
・
ク
イ
ン
を

は
じ
め
と
す
る
多
数
の
現
代
芸
術
家

の
作
品
を
制
作
し
て
い
る
。
過
去
に

は
、
グ
レ
イ
ソ
ン
・
ペ
リ
ー
の
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
作
品
の
製
造
を
監
修
し
た
こ

と
も
あ
る
。
私
が
訪
ね
た
時
、
ロ
ウ

は
、﹁
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ア
ー
ト
シ
ー

ン
の
二
大
ス
タ
ー
﹂
と
称
さ
れ
る
ア
ブ

ド
ゥ
ル
ナ
セ
ル
・
ガ
ー
レ
ム
、
ア
フ
メ

ド
・
マ
ー
タ
ル
の
ふ
た
り
と
取
り
組
ん

で
い
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
と
て

も
興
奮
し
て
い
た
。

フ
ァ
ク
タ
ム
・
ア
ル
テ
と
い
え
ば
、

何
と
い
っ
て
も
、
既
存
の
芸
術
作
品

を
細
部
ま
で
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と

で
知
ら
れ
る
会
社
だ
。
絵
画
や
素
描

か
ら
彫
刻
、
家
具
、
建
築
ま
で
、
あ

それでも、人的要素を省くことはできない。

特に仕上げは、多くの場合、手作業で行われる。


